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明星大学研 究 紀要 【日 本文化学部
・
言語文 化学科】第 13 号 2005 年

24）　司 会、月村辰 雄 （東京大 ）、パ ネ リ ス ト、鷲 見洋一（慶応大）、長谷川輝夫 （上智 大）、宮下 志朗 （東 京大）。
25）　拙稿、「『人間 は樹木 の ご と く

・…・・
』 （II）

一二 人 の 旅人」『明星大学研究紀要』、第 7 弓、一 お よび 註 12）−

　 13）お よ び 「中世文学 に お け る 旅 （航行 と紀行 ）の 神 話的要素の 摘出 と動性の 心 性史的意味 を 問 う研究 」平成

　 8 年度〜平成 10 年度科学研究費補助金、研究成果報告 書、平成 11 年 3 月、pp ．19−30参照。

　　 イ タ リ ァ
・
ボ 卩

一
＝ ヤ の ド ミ ＝ コ 会 士、フ ラ ン チ ェス コ ・ピ ピ

ー
ノ （Francesco 　Pipino ） に よ りお よ そ

　 1320 年 ご ろ ヴ エ ネ ッ ッ イ ァ 語 の 版 か ら の ラ テ ン 訳 を見 る 。写 本数 お よ そ 50、最 も広範 囲な 成功 を 収 め る 。こ

　 の 版 の ラ テ ン 語初版 が 明星大学所蔵 （1483 年 ない し 1484年の 刊行） の もの （乙 の 件 に 関 して は ；同 『紀要』、
　 第 2 号

’、5）p．178）を も参 照 。 今 回、ピ ピ ーノ 本 で あ る 事 は 疑 い の 余地 は ない 、とメ ナ
ール 氏 の 本 学 の 「稀

　 覯本」 室で の 言 （10／12））。

　 　 す で に メ ナ
ー

／レ氏 は 1992 年 来 日 の 折、＝ の 初期刊 行本 を 閲覧。そ れ よ り三 年 後、1995 年 2 月 5 日付 きの 氏

　 よ りの 書簡 で 依 頼 を受 け、筆 者は 翌年 に か け て 明星 大学所蔵本 と朿洋文庫本 （1485 年 flJ行） を ペ
ー

ジ を 追 っ

　 て 詳細 な 比較 を し、纏 め られ た 結果 を氏 ot送 っ て い る。

｛国際学術講演会｝フ ィ リ ッ プ ・メ ナ ール氏 「『散文 ト リ ス タ ン物語』 に お ける独創性」

（10、月 16日 （土曜）、午後、於青梅校舎）

　r東方見聞録 』以上 に 、40 周 年 を寿 ぐこ の 行事 の
一

環 「国際学術講演会」 で あ る
’
『散文 ト

リ ス タ ン 』 に 関 して は まず配布資料が 必要で あ る と判断 さ れ た （資料 ペ ージ参照）。
「散文」

と銘打た れ た、専 門家 に と っ て も漸 く 1997年 に な っ て テ ク ス ト全 体 を読 む事 が 出来 る 、

一 「資料」 V ．「メ ナ
ール 教授 の 指導 に よ る校 訂本 の 刊行」参照

一
そ れ 以 前は レ ジ ュ メ の

み が 存在 し た 訳 で 、一般 （学生、非専門家） に 知られ る事は な か っ た 。 講演 は 長大 な こ の テ

ク ス トを縦横 に 引用 し、読 ん だ事の な い とまず想定 さ れ る 会場 との ギ ャ ッ プ は 甚だ しい もの

が あ っ た 。

　 10／12 の 二 つ の 講演 （ク ロ ーデ ル と マ ル コ ・
ポ
ー

ロ ） は シ ン ポ ジ ウ ム とい う形 式 の 持 つ
一

回 性 の 中か ら救 出せ ね ば な ら な い も の 、す な わ ち．「日欧文化 交流」 を記 し留め て お くとい う

急務が あ った。 と こ ろが 、単発 の 講演は それ だ け で 「閉 じ る 」 の で あ っ て 、テ ク ス ト として

の 講演が 刊行 され る 事 を前提 に して い れば そ れ を 「今 か ら」 分析 して み せ る の は な お適当 で

は ない
。

　マ ル コ ・ボ ー
口 と同様に

26）、起案者 に して 通訳た る稿者に早 ・々に 今夏、講演の 「要約版」
27）

が 手渡さ れ た 。 だ が マ ル コ ・ポ ーロ の 場合 の よ うに 絶 え ざ る推敲 の 対象 で あ りつ つ も、原稿

全体で は な か っ た し、次 々 に 新た な ヴ ァ
ージ

ョ
ン を渡 さ れ る こ とは なか っ た 。

　講演 の 壇上 で 、雄弁 に な っ た メ ナ
ール 氏 は、常時 2分か ら 3 分 ゐ長丁場 を し い た。通 訳者

’

は 『散文 ト リ ス タ ン 』 を読 み 親 しん で
28）

い な け れ ば そ の 任 を全 う し得な か っ た ろ う し、自

分 の 理解 した 場面を そ の 場 で 我 々 の 言語 に 再現 に 努め る とい う事 に な っ た。

　た だ し、こ うした入 れ替え故 に よ、りわ か りや す くな っ た筈で あ り、 め っ

「
た に 中世学者 で も

読 まぬ ほ か の テ ク ス トの 引用 が 突如入 っ た り を ク リイ ァ で きた 安堵感が あ っ た 。

−

）

25

ω

　「『散文 ト リ ス タ ン 物語』 に お け る 「独創性」」、 講演 タ イ トル の み が 当初与 え られ て 、ボ ス

タ ー等 の 印刷 に 追い 込 まれ た わけ で あ るか ら、「独創性」 innovation、　 lat．　novus （新 しい ）

か ら理解され る 「刷新」、「革新」、「改革」、「新機軸」 とい う含み の 多い 語 の 訳 出に は 多少 の

戸惑 い が あ っ て の ｛独創性｝ とな っ た 。 勿論、タ イ トル の み を持 っ て して も、まず 「韻文 」
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「国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 と 「国 際 学 術 講
．
演 会 」 前 後 佐佐 木茂美

ペ ル ール （Beroul）や ト マ （Thomas ） （と も に 1170年 代 の 制作） の テ ク ス ト群 に 対 し、

「新機軸」 と な る、と い う諸点 が 取 り上 げ ら れ よ うと の 予 想は 充分 に 立 って い た 。 そ れ に し

て も八 月末、原稿 を手渡 さ れ た段 階で は、講演当 日 に お け る ラ テ ン 的 「雄弁」 さ で 強調 さ

れ る テ ク ス ト の 「独 自性」、「独創性」 は 「書 き換 え」
一 「韻文」 変 じて 「散文」

一 レ ヴ エ

ル
29）に とど まらぬ 事が 充分 に 伝わ っ て きた 。

「物語 の 形式上 または発想 に もた ら さ れ た 独創

的な改変に 光 を当 て 」 た い
。

つ い で 「相違点は 類似点に勝 る 」 と断 じ、モ デ ル とな っ た筈 の

「韻文」 に 対 して 、相対 的 に 「新 たな 」 とい う よ り も 「こ の 作品 の 主題 と形 式上 の 独創性、

そ の も の を 検討 」 とい う発言 が 壇上 で 耳 に 入 り、初 め て 講演 タ イ トル 邦訳 の 妥当性 を確信 し

た の で あ っ た 30）
。

　次い で 非専門家 （学生、一般聴衆） を前 に、「 ト リ ス タ ン とイ ズ ー物語」 とい う極 め て 大

ざ っ ぱな常識 も コ ン セ ン サ ス が 成 り立 た な か っ た 。 そ の た め に ハ ン ドア ウ ト作成は 1，『トリ

ス タ ン と イ ズ ー
の 物語』 は フ ラ ン ス 12 世紀 の 創造 した 「神話」、「伝説」、II．日本で の 「 ト

リ ス タ ン とイ ズ ー神話 （伝説） の 受容」 を説明 して 準備 とした 。
フ ラ ン ス の 中世文献学の 碩

学 ジ ョ ゼ フ ・ベ デ イ エ が 『断 片』 と して 残 った ベ ル ール や トマ 、さ ら に こ の 二 つ の 『断片』

が 切 断 を み る前に 全体 を読み 、把握 した 上 で の 中世 ドイ ッ 語版 を参照 して 、r ト リ ス タ ン と

イ ズ ー物語』31）の 全貌 を伝 え、それ を も っ て い わゆ る 「ト リ ス タ ン 物語」 と さ れ る 経緯 を提

示 して お い た 。 文 庫本 に 1953年 に 入 り、第一刷 か ら数 え ほ ぼ 半世紀 を経て 、2004年 10 月

25 日、65 刷、 とい う報告 を受け て い る本書の 影響は計 り知 れ ぬ もの が あ ろ う。

　次段階 で の 問題 は 「韻文 」 ＝ 十二 世紀 の 創作 を 「散文 」 ＝十 三 世紀 に 受け渡す た め の 改変、

変化 が メ ナ
ール 氏 の 今回 の 講演主題 で あ れ ば、そ の 実態 が 簡略 に提示 されね ばな らな い 、 と

い うこ とに な る。そ こ で 「資料」 IIIi　l2世紀 の rF リ ス タ ン とイ ズ ー
物語』 （韻文）、　IV．13

世紀 の 『ト リス タ ン 物語』 （散文）を対比 的 に 示 した 。 と くに 対異性間 の 愛 の 創造 と確i認、

そ の 中世独特 の 形態一 「洗練 の 愛」
一

を定義する 必 要が あ b た 。 ま して 本講演が 「イ ノ

ワ シ オ 」 を こ の 点 に 限 っ て い る の で あ る か ら、講演理解 の 基礎 と も な る 。

　「散文」 の 最 も知 られ た ヴ ァ
ージ ョ

ン 、「流布本」 は お よ そ 1230年か ら 1240年 よ り後 と見

な さ れ 、一
写 本数 お よ そ 90 （本講演 で の メ ナ

ー
ル 氏 の 言 。 従 来 80強、 と看做 さ れ て き

た）を数 え る
一

こ の 『散文』 を も っ て ヨ
ー

ロ
ッ

パ 中世 は ト リス タ ン とイ ズ ー
の 話 を受容 し

た。r東方見 聞録 』 の 成立 1298年 と 60 年程 の 開 きしか な い 、い ずれ も 13 世紀 の 「散文」 テ

ク ス トで あ る 。 『見 聞録』 の 執筆 の 前年、1297年は innovation とい う語彙 の 初出年代 32）で

あ り、 こ の 意味は 大 きい
。

二 つ の テ ク ス ト の 書か れ た 時代は 「新 しい 」 も の へ の 志 向が、未

知 へ の 憧憬が 、芽生 え 「変化」 を模索す る時代 に 位置す る 。Ars　Nova ，つ い に 、「新 しい 」

も の が価値 とな る 。

註

26）　上掲註 7） 参照。
27） 8 月 27 日 に 手 渡 さ れ た も の に は

“Les　lnnovations　du　Roman 　du　71海∫‘απ en 　prose
”
，　version 沱 5π漉 θ

　 pour 　ta　conf6rence ．　Exemplaire　de　Shigemi　Sasaki”と表紙 に メ ナ
ー

ル 氏の 手書 きが 読 まれ る。

28） 筆者 の r散文 ト リ ス タ ン 』関係 の 論考 は 大略 
“
Anel

”
　et‘

”
Seel

”
：de 　Beroul 　et 　du　Lancelot　au 　Roman 　de　Tri−

　 sl伽 εη 伽 s9
’1in

　MiScettanea 　Medievalis ，漉 1α  ¢ s の 覦 s δ P〃ゆ ρθ 擁 ηαγゴ，ξtudes 　r壱unies 　par　Jean−

　 Claude　Faucon，　Alain　Labbe　et　Danielle　Qu6ruel，　tome 　II，　Paris，1998，　pp ．1203−1212 ； 
“Tristan　et　ses ／

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 250
　 1es“brachets

卩’
dans　te　Roman 　de　Tristan　en 　prose

”
，　in　Miscetlanea 　Medievatis，　Mtilanges　of 「erts　d　Fran9−

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
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明星 大学研究紀要 【旧本文化学部 ・言語文化学科 】第 13号 2005年

　 ois　Suard，　textes　r6unis 　par　Dominique　Boutet，　Marie・MaCleleine　Castellani，　Frangoise　Ferrand　et　Aim6

　 Petit，　tome 　II，　Paris，1999，　pp ，821−830 ；（
’」
L
’
lmage 　canine 　du 　Roman 　de 　Tristan　en 　prose　a　Brunetto　Lat・

　 ini”、国際宮廷 風文 学会 （Soci6t6　lnternationale　de　la　Litterature　Courtoise ）総会、於 University　Df　Brit・

　 ish　Columbia （Vancouver）、平成 10年 7 月 （研究発表）を も とに ト リ ス タ ン の ブ ラ シ ェ犬の み に 限 っ た 論

　 稿 （  rr散文 ト リ ス タ ン 物語』 に お け る 「鉱物誌 」 ない しそ の 出典 に 関 す る
一考察一 鉱物 の 介入 と 「物語」

　 の 企 み
一

」、「明星大 学研 究紀 要」、平成 15年 3月、日本 文化 学部、言語 文化 学科、第 12 号、pp ．216−220

　 （所収 『中世 フ ラ ン ス 文 学 論築 』、第三 巻 （邦 文 篇 （II）、明 星 大 学 出 版 部 、2004／3／31，　pp．1−25）；   「「邪 の

　 城」 と対異 教の モ ル ド レ ン とア ウ グ ス チ ヌ ス 」、『中世 フ ラ ン ス 文学論集』、第 三 巻 （邦文篇 （ID 、　pp．28−43 ；

　  
“Piere”　et ’」peme

”
　dans　le　Roman 　de　Tn

’
stan 　en 　prose，　Colloque　sur 　le　vocabulaire 　de　Vancien 　francais，

　 於 広 島 大 学 文 学部、平成 16年 3 月 （研究 発 表）；  Le　 chateau 　de　 Priam　dans　le　Roman 　de　Tristan　 en

　 prose，　inEtudes　de　Langue　etLitttirature 　FrangaiSes，　N
°84，　Soci6t6　Japonaise　de　Langue 　et　Litterature　Fra −

　 ngaises ，　Tokyo ，　mai 　2004，　pp ，1−18 （国 際 ア
ー

サ
ー
王 学 会 （Soci6te　Internationale　Arthurienne） 第 20 回

　 総会、於 University 　of 　Wales （名 誉 会長 Ph ．メ ナ ー
ル 氏 司 会 で の 研 究発 表 の 所収）；  Statue　de　Gala自d

　 dans　te　Roman 　de　Tristan　en 　prose，　Soci6t61nternationa且e　de　la　Litt6ra加 re　cDurtoise ，　University 　of　Madi ・

　 son ，平 成 16 年 8 月 3 日、（現 会 長 J．　Hal1　MacCash
．
氏 司 会 に よ る 研 究 発 表） 

“Kaierre　Cl’or”de　Galaad

　 Clans　le　Reman 　de 　Tristan　en 　Prose
”

（印刷 中、専 門誌、フ ラ ン ス ／ベ ル ギ
ー） 

”Apollo　de　Lionois　et 　son 　lev・

　 rier
”
，国際 ア ーサ ー王 学会 第 19 回 総 会、於 Universite　de　Toulouse −le−Mirail，2001 ／7 （研 究 発 表） お よ び

　 「『散文 ト リス タ ン 物 言吾』 の 受容 の 問 題 （「散 文 ト 1丿ス タ．ン 』か ら ガ ス ト ン ・フ ＝ビ ；ス へ ）」、日 本 フ ラ ン ス 語

　 フ ラ ン x 文 学 会 総 会、於 明 治 学 院大、平 成 12年 5 月 （研 究 発 表 ）一
前 者．（要 旨 所 収、Bultetin　Biblio・

　 graPhique 　de　ta　SOCt
’
titti　lntemationate 　 4rthurienne，　vol ，しII，2000，　p．435） の 『散文 ト リス タ ン 』 の 挿話分 析

　 の 後者 （要 旨所 収 Etudes　de　Langue 　et　Litte
’
rature 　Francaises，　N

°

了7，2DOO，　p，108） は 受容 を扱 った
一

を ほ

　 ぼ 合 わ せ た 論稿 は r ロ マニ ア』 （Romanin ）、仏 専 門誌、次 号 （2004 ） に 掲 載。  「一本 の 樹 の 下 に あ っ て 」

　 （於明星 大 学、人 文 学 研 究科 く 英 米 文 学 専 攻、講 演、平 成 17年 2 月 14 日 ） （以 上 1998年 以 降 の
一
【
・’
稿）。

29）　 な ぜ 「散文」 化 か ？　 13世 紀初頭 か ら手直 しを 「韻文」 ≡「音 読」 か ら 「散 文」 ＝「黙読」 の 読 警形 態の

　 変化の み で は 説明 E れ 得ぬ 理 由が こ 乙 に あ る 。読 み 手 の 前 に 形成 さ れ る サ ロ ン と い う共有空間 は 伝統 に 背 く要

　 素 を容易 に 消化 しな い の で はな い か ？ （ど の く らい の 速度で 、どの く らい の 段落 を読み 聴 か せ た か ？　 伴奏 の

　 テ ン ポ 、そ の 置 き所 な ど 多 く は 不 明な の だ ）「個」 に よ る 沈思の 時間 の み が そ れ を理 解 し、味わ う。制約 す る

　 修 辞 に 嵌 め られ た clich ξs は 「イ ノ ワ チ t 」 （下 掲 30） 参 照 ） に 矛 盾 す る ば か りか そ れ を阻 む。
30）　

L’
innovacion ，　Neuerung ，　Erneuerung ；innover ，　erneuern ，　Neuerungen 　 einfilhren ．”（Altfranz δsisches

　 IVOrterbuch，　A．　Tobler　nachgelassene 　Materialien，1）earbeitet 　 und 　herausgegeben 　von 　E ．　LQmmatzsch ，

　 Vierter　Band，　Wiesbaden，1960，　col．1398）

　　
［［
Ende 　13．　Jahr．

”
と して Gedefroy 　X 　18a を指 示、　Godefroy の 問題箇 所で は 1297 年 を初 出 と して い る。メ

　 ナ ール 氏編纂 の Dictionnaire　6tymologique 　et　historique　de　la‘αηgπ 2 加 廊疵 ∫θ，　par　E．　Baumgartner 　et　Ph ．

　 Menard，　Paris，1996，　innovationで は XIVe と し丁
い る e さ ら に Du　 sens 　de ”

changement
”
，　on 　est　pass6

　 des　le　XVIIIe　s．　a　celui 　de“invention
”
et 　
“
cr6ation 　nouvelle ，　valeurs 　largemept　r  andues 　en 　fr．　mod ．

31）　佐藤輝夫 （本学名誉 教授） に よ る邦訳。

　　 今 日の フ ラ ン ス の
一

般読者 もベ デ イエ版に よ る 理 解で あ る 点 で 事情 は 同 じで あ る 。

　　 だ が 邦訳 の ロ ン グ ・ラ ン は 国 際的 に も格別 の 注 目 を浴 び 、先年、ロ ーザ ン ヌ 大 の Alain 　Corbellari、　JosePh
　 Bgdier，　ticrivain　et　Phitotogue，　Geneve・Paris，1997．（ジ ョセ ブ ・ベ デ 9 エ の 中世文 学研究 に 関す る博 士 論文 の

　 著者。ソ ノレ ポ ン ヌ で の 公 開 審査 を通 過。）は 本 邦 訳 を筆 者 に 問 い 合 わ せ て きた。審査 委 員 長 フ ィ リ ッ プ ・
メ ナ

　
ー

ル 氏 と二 三 の 審査 員に も同時に 何冊 か を送付。
32） 上 掲註 30）参 照。

　 （最後 匠 こ の 二 つ の 催 し 「国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 と 「国 際学術講演会」 の 起 案者で あ り直接企 画 と全体 に 関 わ

った立 場か ら、明星 学 苑 と大 学 と学長 氏 原淳一氏に 、そ の ご高配 に 深甚 の 感謝 を捧 げ る。また 日 本文 化学部長

井川 健 司 氏 お よび言 語 文化 学 科 の 主任 柴 田 雅 生 氏、同 僚 に は そ の 厚 い 支 援 に 対 し御礼 申 し上 げ る 。それ な く し

て の 実現 は不可能 で あ っ た ろ うか ら。）

　　上記三 つ の 講演 は別 箇に 刊 行が 進 行中で あ る 。

謁

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


